
平 成 ２ ６ 年 第 ８ 回

仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ６ (金 )開 催

仙 北 市 農 業 委 員 会

平 成 ２ ６ 年 第 ８ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

１ ． 開 催 日 時 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ６ 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 ０ ０ 分

２ ． 開 催 場 所 仙 北 市 役 所 西 木 庁 舎 総 合 開 発 セ ン タ ー 集 会 室

３ ． 出 席 委 員 (２ ４ 人 )

１ 番 藤 村 紀 章 ２ 番 佐 藤 和

３ 番 野 中 秀 人 ４ 番 佐 藤 二 郎

５ 番 糸 井 淳 ６ 番 倉 橋 重 樹

８ 番 大 山 久 雄 ９ 番 鈴 木 八 寿 男

１ ０ 番 藤 川 栄 １ ２ 番 青 柳 良 成

１ ３ 番 真 崎 純 孝 １ ４ 番 高 橋 政 敏

１ ５ 番 門 脇 博 美 １ ６ 番 山 手 善 美

１ ８ 番 千 葉 惣 永 １ ９ 番 佐 藤 善 栄

２ １ 番 田 村 博 美 ２ ２ 番 山 本 實

２ ３ 番 佐 藤 孝 典 ２ ４ 番 藤 村 隆 清

２ ６ 番 沢 山 純 一 ２ ７ 番 羽 川 正 幸

４ ． 欠 席 委 員 (５ 人 )

７ 番 新 山 昌 樹 １ １ 番 黒 澤 龍 巳

１ ７ 番 石 郷 岡 勇 一 ２ ０ 番 藤 原 由 悦

２ ５ 番 辻 均

５ ． 議 事 日 程

第 １ 開 会 宣 言

第 ２ 会 長 挨 拶

第 ３ 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名

第 ４ 会 務 諸 報 告



第 ５

１ ． 報 告

（ １ ） 仙 北 市 農 業 施 策 に 関 す る 建 議 書 に つ い て （ 回 答 ）

（ ２ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て

（ ３ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て

２ ． 議 事

（ １ ） 議 案 第 ２ ３ 号

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ２ ） 議 案 第 ２ ４ 号

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ き 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に

つ い て

（ ３ ） 議 案 第 ２ ５ 号

現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ４ ） そ の 他

第 ６ 閉 会

６ ． 事 務 局 職 員

事 務 局 長 藤 村 一 栄 参 事 伊 藤 一 彦

補 佐 門 脇 益 美 主 事 髙 橋 直 人

７ ． 書 記

補 佐 門 脇 益 美

８ ． 議 事 録 署 名 員

２ １ 番 田 村 博 美 ２ ２ 番 山 本 實

９ ． 会 議 の 概 要

議 長 た だ 今 か ら 平 成 ２ ６ 年 第 ８ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま す 。

議 長 は じ め に 共 済 推 薦 で し た 三 浦 猛 さ ん が ５ 月 ３ １ 日 を も っ て 退 任 さ れ ま し

た 。 代 わ り に ６ 月 ２ 日 付 で 仙 北 市 農 業 共 済 組 合 か ら 佐 藤 二 郎 さ ん が 推 薦 さ

れ ま し た 。 佐 藤 委 員 、 自 己 紹 介 お 願 い し ま す 。

4番 佐 藤 仙 北 市 農 業 共 済 組 合 推 薦 の 佐 藤 二 郎 で す 。 出 身 は 西 木 町 小 渕 野 で す 。

現 在 農 政 が 難 し く な っ て い る 中 で 私 で 務 ま る の か と 思 い ま し た が そ れ で も

こ の よ う に 推 薦 さ れ た か ら に は こ の 職 務 に つ い て 沢 山 勉 強 し て い き た い と

思 い ま す 。 ど う か 皆 様 ご 指 導 ご 鞭 撻 の 程 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま す 。 改 め て お は よ う ご ざ い ま す 。 田 植 え も 終 わ っ て

な い 方 も 多 く い る と 思 い ま す 。 さ て 今 日 の 新 聞 で Ｊ Ａ ・ 農 業 委 員 会 の 選 挙

制 度 が 廃 止 す る と い う よ う な こ と 載 っ て い ま し た 。 現 政 権 で こ れ か ら 農 業

事 情 が 一 層 厳 し く な っ て く る と 思 い ま す 。

議 長 そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ２ 名 。 欠 席 委 員 は ５ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。

議 長 次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に ２ １ 番 田 村 委 員 、 ２ ２ 番 山 本 委 員 両 名 を 指 名 し

ま す 。 会 議 書 記 に は 門 脇 補 佐 を 指 名 し ま す 。

議 長 本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。



藤 村 局 長 《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 （ ９ 時 ０ ９ 分 ）》

議 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。

事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 報 告 １ 。 昨 年 の １ ２ 月 ３ 日 に 建 議 書 を 市 長 へ 提 出 し ま し た 。 そ れ に 対 す

る 回 答 が 届 い て お り ま す の で ご 報 告 し ま す 。 市 へ の 要 請 事 項 と い う こ と

で 市 よ り 回 答 を 得 て お り ま す 。 全 部 で ９ つ あ り ま す 。 1． 女 性 農 業 委 員 の

登 用 対 策 、 2． 米 政 策 の 見 直 し 対 策 、 3． 優 良 農 地 の 確 保 ・ 有 効 利 用 対 策 、

4． 農 業 担 い 手 確 保 育 成 対 策 、 5． 地 産 地 消 対 策 、 6． 畜 産 農 家 振 興 対 策 、

7． 県 単 独 事 業 対 策 、 8． 市 単 独 事 業 対 策 、 9． 農 業 政 策 推 進 に か か る 組 織

の 機 能 の 拡 充 政 策 で す 。 こ の 時 期 は 農 政 の 大 転 換 と い う こ と で 農 業 委 員

の 皆 さ ま か ら 承 諾 を 得 ま し て 権 利 書 を 出 し ま し た 。 こ の こ と に つ き ま し

て は ６ 月 発 行 の 農 業 委 員 会 だ よ り （ 案 ） で 載 せ て お り ま す の で こ れ も 併

せ て ご ら ん く だ さ い 。 続 き ま し て 報 告 ２ 。 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規

定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 ５ 月 ９ 日 か ら ６ 月 ５ 日 ま で ６ 件 の 届 出 が あ

り 、 受 理 し た 旨 の 通 知 を し た の で ご 報 告 し ま す 。 詳 細 は 資 料 に 記 載 の と

お り で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 報 告 ３ 。 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書

に つ い て で す 。 秋 田 地 方 法 務 局 大 曲 支 局 か ら 出 て お り ま す 。 申 請 人 は 田

沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 は 田 沢 湖 生 保 内 字 堂 ノ 前 。 地 目

が 田 。 面 積 が ３ ４ ５ ㎡ で す 。 変 更 後 の 地 目 は 雑 種 地 。 地 目 変 更 の 日 付 は

不 詳 。 ６ 月 ４ 日 に 現 地 確 認 の 結 果 、 復 元 は 難 し い だ ろ う と い う こ と で 回

答 を 大 曲 法 務 局 へ 報 告 致 し ま し た 。 以 上 で す 。

議 長 報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ２ ３ 号 、 農 地 法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま

す 。

門 脇 補 佐 議 案 第 ２ ３ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農 地 法 第

３ 条 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議 の う え 許 可

の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ８ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽

川 正 幸 。

門 脇 補 佐 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 、 農 地 の 所 在 が 角 館 町 薗 田 東 釣

田 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， １ ９ ６ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件

で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 埼 玉 県 朝 霞 市 宮 戸 在 住 の ○ ○ さ ん ６ ６ 歳 。 譲 受

人 は 角 館 町 薗 田 銭 神 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ６ 歳 。 申 請 事 由 は 、 埼 玉 県 在 住 で

は 耕 作 が 困 難 で 雲 雀 さ ん が 経 営 規 模 拡 大 す る と い う こ と で す 。 備 考 と い

た し ま し て 、 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り

ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 西 田 地 区 。 登 記 簿

現 況 共 に 田 。 合 計 ３ 筆 の ５ ５ ８ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。

譲 渡 人 は 角 館 町 西 田 地 区 の ○ ○ さ ん ６ １ 歳 。 譲 受 人 は 角 館 町 岩 瀬 町 地 区

の ○ ○ さ ん ２ ７ 歳 。 売 買 価 格 は １ ０ a当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て

お り ま す 。 こ れ は 先 の 市 立 角 館 病 院 の 建 設 に 伴 う 申 請 と し て の 売 買 で 、

現 地 調 査 を 含 め て こ の あ と で 参 事 の 方 か ら 説 明 し て 頂 き ま す 。 続 き ま し

て 整 理 番 号 3番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 西 長 野 地 区 。 登 記 簿 現 況 う 共 に 田 。

合 計 ５ 筆 の ６ ， ３ ６ １ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 東 京 都 府

中 市 是 政 の ○ ○ さ ん か ら 角 館 町 西 長 野 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ６ 歳 へ の 贈 与 で

の 所 有 権 移 転 で す 。 事 由 と し て は 東 京 都 在 住 の ○ ○ さ ん で は 耕 作 が 困 難

で 西 長 野 地 区 の ○ ○ さ ん が 変 わ っ て 申 請 の 農 地 を 耕 作 し て お り 譲 り 受 け

た 後 も 耕 作 し て い く と い う 事 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所

在 が 田 沢 湖 神 代 字 勘 解 由 屋 敷 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 ４ 筆 の ５ ，



５ １ ８ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 神 代 字 勘

解 由 屋 敷 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ４ 歳 。 譲 受 人 は 同 じ く 神 代 勘 解 由 屋 敷 地 区 の

○ ○ さ ん ５ ９ 歳 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て

お り ま す 。 譲 渡 人 の 草 彅 さ ん は 体 調 不 良 で 農 業 経 営 を 縮 小 し て い き 、 譲

受 人 の ○ ○ さ ん は 経 営 規 模 拡 大 し い ず れ は 認 定 農 業 者 に な り た い と い う

こ と で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 堂 ノ

前 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 １ 筆 の １ ， ５ ９ １ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 生 保 内 字 造 道 地 区 の ○ ○ さ ん ８ ８ 歳 。

譲 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 字 堂 ノ 前 地 区 の ○ ○ さ ん ４ ８ 歳 。 売 買 価 格 は １ ０

ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。 譲 渡 人 の ○ ○ さ ん は 高

齢 の た め に 耕 作 が 困 難 で 譲 受 人 の 鈴 木 さ ん に 耕 作 を お 願 い し た い と い う

こ と で し た 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 明 寺 地 区 。

登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 ７ 筆 の ６ ， ４ ３ ６ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件 で ご

ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 秋 田 市 御 野 場 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 西 木 町 西 明 寺 地

区 の ○ ○ さ ん ７ ７ 歳 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な

っ て お り ま す 。 譲 渡 人 の ○ ○ さ ん は 仙 北 市 外 在 住 の た め 農 業 経 営 が 困 難

な た め 売 却 し た い と い う 要 望 で 、 譲 受 人 の ○ ○ さ ん は 家 族 と と も に 経 営

規 模 拡 大 し た い と い う こ と で し た 。 以 上 に な り ま す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ ６ 番 に つ い

て 、 山 手 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

16番 山 手 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》 議 案 に あ る

と お り 問 題 は 全 く な い と 思 い ま す 。

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て 、 ２ ３ 番 倉 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 佐 藤 委 員 の 現 地 報 告 の 前 に 補 足 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。 譲 受 人 の ○

○ さ ん は 病 院 事 業 に 農 地 を 提 供 し 農 地 が 少 な く な り 、 代 替 地 を ○ ○ さ ん

の 方 に 話 を 進 め て き て お り ま し た 。 価 格 に つ い て は 路 線 価 格 を 参 考 に し

な が ら 建 て た と い う 事 で し た 。 病 院 の 方 で も １ ０ aあ た り ○ ○ 円 と い う 大

き な 金 額 と な っ て お り ま す 。 今 回 こ の 金 額 条 件 が 整 っ た と い う こ と で し

た 。

23番 佐 藤 《 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 整 理 番 号 ３ 番 に つ い て は 、 担 当 の 辻 委 員 が 欠 席 で す の で 、 事 前 に 提 出 さ

れ た ３ 条 調 書 を 参 考 に 審 議 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て 、 １ ４ 番 高 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

14番 髙 橋 《 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ５ 番 に つ い て 、 １ ８ 番 千 葉 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

18番 千 葉 《 整 理 番 号 ５ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ６ 番 に つ い て 、 ２ ６ 番 千 葉 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

26番 沢 山 《 整 理 番 号 ６ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ２ ３ 号 に つ い て は 、 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご

ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ ３ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す 。 （ ９ 時 １ ７ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

高 橋 主 事 議 案 第 ２ ４ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画 に



対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基

づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ６ 日

提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

高 橋 主 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 は 所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま

す 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 白 岩 銭 神 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 ２ 筆 で

面 積 が ３ ， １ ９ ５ ㎡ 。 移 転 す る の は 角 館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ５ 歳 。

受 け る の が 同 じ く 角 館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ０ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と

し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。

資 金 は 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番

か ら は 利 用 権 設 定 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 ２ 番 か ら は 再 設 定 の 案

件 と な っ て お り ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ 号 に つ い て は 、 こ と と お り 策 定 す る こ と に

ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ ４ 号 に つ い て は 適 正 で あ る と 認

め る こ と に 決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ４ ８ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上

程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ２ ５ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て 。 別 紙 の と

お り 、 現 況 非 農 地 証 明 願 の 提 出 が あ っ た の で 、 審 議 の う え 許 可 の 可 否 を

求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ６ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字

相 内 端 。 登 記 簿 地 目 畑 。 現 況 山 林 原 野 。 面 積 は １ ， １ ０ ２ ㎡ で ご ざ い ま

す 。 申 請 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 非 農 地 の 事 由 は 平 成 ５ ４ 年

４ 月 山 林 原 野 化 と な っ て お り ま す 。 現 況 写 真 で 山 林 原 野 化 し て い る の が

確 認 で き ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字

相 内 端 。 登 記 簿 地 目 田 。 現 況 地 目 山 林 原 野 。 面 積 が ７ ８ ２ ㎡ 。 申 請 人 は

○ ○ さ ん 。 非 農 地 の 事 由 は 昭 和 ６ ０ 年 山 林 原 野 化 と な っ て お り ま す 。 現

況 写 真 で 山 林 原 野 化 し て い る の が 確 認 で き ま す 。 非 農 地 の 判 断 基 準 と し

て そ の 土 地 が 森 林 の 様 子 を 呈 し て い る な ど 農 地 に 復 元 す る た め の 物 理 的

な 条 件 整 備 が 著 し く 困 難 な 場 合 と い う こ と が 明 記 さ れ て お り ま す の で 今

回 の 事 案 は 戻 す の が 難 し い と 判 断 し 挙 げ て お り ま す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 を 整 理 番 号 １ 、 ２ 番 に つ い て は ６ 番

倉 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

６ 番 倉 橋 報 告 し ま す 。 こ の 写 真 の 近 く に 私 は 住 ん で い て 状 況 に つ い て は 大 変 よ く

分 か っ て お り ま す 。 ６ 月 ４ 日 の 日 に 現 地 を 確 認 し て き ま し た 。 先 程 説 明

さ れ た と お り 復 元 は 不 可 能 と い う こ と で す 。 で は 何 故 こ の よ う に な っ た

か と 申 し ま す と ○ ○ さ ん は 幼 少 の こ ろ 両 親 が お 亡 く な り に な り 、 祖 父 と

一 緒 に 暮 ら し て い ま し た が 学 校 を 卒 業 と 同 時 に 就 職 さ れ ま し て 家 に い ま

せ ん で し た 。 祖 父 の 時 代 に こ の よ う な 状 態 に な っ た い う 現 状 で す 。 今 事

情 が あ り 、 調 べ た 結 果 こ こ の 土 地 も 農 地 に な っ て い る と い う こ と で 早 速

非 農 地 証 明 に し た 方 が い い の で は な い か と い う こ と で あ が っ た 案 件 で す 。

な に と ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 以 上 で す 。

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り



議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ２ ５ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す

る 可 否 決 定 に つ い て は 許 可 す る こ と に 決 定 し ま す （ ９ 時 ５ ３ 分 ）。

議 長 予 定 さ れ て い た 議 案 は 終 了 し ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等 ご ざ い ま

し た ら お 願 い し ま す 。

10番 藤 川 議 長 。

議 長 ど う ぞ 。

10番 藤 川 大 変 長 い 間 農 業 委 員 と し て お 世 話 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。 ６ 月 ２ ５ 日 を も っ て 解 任 と な り ま す 。 後 任 に は 角 館 白 岩 堂 野 口 の

草 彅 隆 さ ん が 内 定 し て お り ま す 。 今 後 と も ど う か よ ろ し く お 願 い し ま す 。

議 長 お 疲 れ さ ま で し た 。 次 に 、 事 務 局 よ り 協 議 連 絡 事 項 に つ い て お 願 い し ま

す

藤 村 局 長 今 日 の 資 料 の 中 に ６ 月 １ ５ 日 発 行 の 農 業 委 員 会 だ よ り １ １ 号 で す が 今

日 の 段 階 で 間 違 い が 無 け れ ば 印 刷 の 発 注 を か け た い と 思 い ま す の で 夕 方

５ 時 ご ろ ま で 表 現 、 誤 字 の 間 違 い な ど が あ り ま し た ら 電 話 等 で ご 連 絡 下

さ い ま す よ う お 願 い し ま す 。

（ 閉 会 ）

議 長 以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ６ 年 第 ８ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た し

ま す 。 お 疲 れ 様 で し た （ ９ 時 ５ ８ 分 ）。

上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。

平 成 ２ ６ 年 月 日

議 長

署 名 員 ２ ０ 番

署 名 員 ２ １ 番


